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『
ち
こ
』
の
教
育

四
　
鎌
倉
時
代
以
後
児
の
多
く
な
つ
旋
原
因

入
こ

高
　
橋
　
　
俊
　
乗

　
鎌
倉
時
代
に
チ
ゴ
の
多
か
っ
た
事
は
、
次
の
や
う
な
文
獄
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
。
順
徳
天
・
皇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

御
撰
の
禁
秘
抄
懇
中
コ
御
持
俗
事
」
の
章
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ラ
ン

　
　
自
レ
兇
召
尋
者
，
野
比
多
元
服
望
昌
肝
入
川
重
嘗
位
も
末
代
彌
此
直
流
鰍
、
可
レ
有
二
用
意
も

こ
あ
る
○
そ
の
意
味
は
身
柄
の
貴
い
御
持
信
が
、
召
仕
っ
て
み
た
兇
が
、
元
服
し
て
仕
官
を
望
む
場

合
に
御
持
信
の
口
入
推
干
す
る
風
が
當
時
行
は
れ
、
是
れ
か
ら
末
に
も
い
よ
一
興
の
議
が
多
く

な
る
で
あ
ら
う
か
ら
、
頗
る
注
意
す
べ
き
事
で
あ
る
ご
仰
せ
ら
れ
だ
も
の
で
あ
る
が
、
「
近
比
多
一
の
多

ご
は
何
の
意
思
で
あ
ら
う
か
。
　
禁
秘
抄
に
よ
る
ご
、
天
皇
の
頃
は
御
持
僧
の
数
が
入
九
入
ほ
こ
有

っ
た
。
そ
れ
の
口
入
野
里
す
る
こ
ご
が
昔
よ
り
多
く
な
っ
た
の
か
、
兜
の
中
で
、
元
服
し
て
仕
官
す

る
者
が
多
や
ご
仰
せ
ら
れ
た
の
か
。
「
御
華
燭
事
」
こ
い
ふ
章
全
膿
の
意
昧
か
ら
言
へ
ば
、
前
の
意
味

ら
し
い
が
［
近
頃
多
元
服
、
望
藏
人
、
串
官
位
」
ご
あ
る
交
章
形
式
か
ら
考
へ
る
ご
、
後
の
意
味
で
あ
る
ら
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し
い
。
前
の
意
味
ε
す
れ
ば
、
天
皇
は
持
僧
の
推
暴
の
多
い
の
を
歎
か
れ
た
の
で
あ
る
が
、
後
の
意

味
を
ご
れ
ば
、
多
く
の
児
が
得
度
し
な
い
で
、
元
服
す
る
の
を
歎
息
せ
ら
れ
た
こ
解
し
な
け
れ
ば
な

る
ま
い
ご
思
ふ
。

　
つ
ま
り
、
や
、
意
味
が
不
明
で
あ
る
が
、
ご
に
か
く
晃
か
ら
出
た
朝
臣
が
少
く
な
か
っ
た
黙
は
右

の
交
で
知
り
う
る
ご
思
は
れ
る
。

　
又
塗
考
源
季
盛
衰
記
懇
四
十
二
に
よ
る
ご
、
東
寺
本
李
家
物
語
に
、
源
義
経
が
、
讃
岐
の
屋
島
の
不

氏
を
攻
め
よ
う
こ
し
て
、
阿
波
に
上
陸
し
讃
岐
へ
出
越
し
を
し
た
時
の
條
に
、

　
大
義
ヨ
ソ
一
町
立
入
テ
、
大
ナ
ル
森
ノ
中
二
、
御
堂
ト
畳
シ
キ
所
二
、
人
音
ノ
シ
ヶ
レ
バ
、
ア
ハ
レ
是

　
ハ
李
家
ノ
勢
ト
蝿
ユ
ル
ゾ
。
イ
ザ
ヤ
寄
・
グ
一
戦
セ
ソ
ト
テ
、
押
寄
プ
工
臨
ヘ
ベ
テ
ハ
無
テ
、
里
ノ

　
者
跳
ハ
ノ
十
入
講
行
フ
テ
ゾ
ァ
ソ
グ
ル
Q
此
三
四
ハ
肝
　
魂
ヲ
失
・
7
、
・
方
々
へ
…
逃
去
ヌ
。
　
武
一
旗
坊
馬
・
ヨ

　
ソ
下
テ
、
今
度
ノ
軍
二
打
勝
ク
、
講
ノ
座
ニ
コ
ン
着
テ
候
へ
。
入
セ
給
テ
面
々
二
行
セ
給
ヘ
ト
串

　
ケ
レ
バ
、
鋼
官
ヲ
始
｛
奉
・
グ
、
御
堂
｛
二
下
居
テ
、
各
取
W
行
フ
。
　
思
寄
ズ
謙
…
行
フ
タ
ソ
。
・
講
式
ハ
法
師
一
ノ

　
鱗
限
物
ナ
レ
バ
、
辣
画
讃
ト
宣
ヘ
バ
，
弊
慶
中
ヶ
ル
ハ
、
幼
少
誹
ソ
天
台
山
二
野
シ
刀
ド
モ
、
學
問
ス
ル

　
事
ハ
思
寄
ズ
候
。
太
刀
刀
ノ
柄
ヲ
取
ヲ
、
狩
漁
ヨ
ソ
外
二
螢
ム
事
モ
候
ハ
ズ
。
俗
モ
儒
二
依
，
俗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
俗
二
階
事
．
ニ
プ
候
。
　
此
中
轟
兜
立
ノ
面
罵
映
給
へ
｝
申
ケ
レ
バ
、
1
3
ツ
ト
険
テ
立
レ
ケ
ソ
。

　
　
『
ち
こ
』
の
敷
育
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
三
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四

　
ち
こ
だ
ち

「
露
草
」
こ
い
ふ
語
は
、
こ
、
で
は
児
か
ら
出
た
武
士
こ
い
ふ
意
味
で
あ
る
Q
か
、
る
…
軍
諮
の
あ
っ

た
事
は
、
當
時
の
武
士
の
中
に
発
出
身
の
武
士
の
少
く
な
か
っ
た
事
を
示
し
て
み
る
。
街
兜
立
こ

い
ふ
語
は
恐
ら
く
朝
臣
に
も
使
ひ
う
る
語
で
あ
ら
う
が
、
私
は
ま
だ
そ
の
用
例
を
獲
見
し
な
い
。

鴨
膿
、
右
の
束
寺
本
耶
家
物
語
の
大
坂
越
の
記
事
に
よ
る
《
そ
の
時
、
女
牢
の
部
下
に
は
入
十
騎
ほ

ざ
し
か
無
か
っ
た
。
そ
の
中
で
、
義
経
ε
辮
慶
は
明
か
に
児
立
で
あ
る
Q
そ
れ
以
外
に
爾
若
干
入

撒
、
発
立
の
武
士
が
居
っ
た
ご
い
ふ
の
で
あ
る
Q
　
耶
家
物
語
の
文
章
か
ら
察
す
る
ご
、
八
十
騎
の
中

で
、
兜
立
の
武
士
は
義
経
、
携
慶
以
外
に
一
人
や
二
入
で
は
無
か
り
さ
う
で
み
る
。
長
門
本
不
家
物

語
の
同
じ
記
事
の
所
で
は
、
伊
勢
義
盛
が
「
日
光
ソ
グ
チ
ノ
兇
ナ
ソ
ケ
レ
バ
、
兜
ヲ
脱
デ
傍
二
概
。
矢
負

ナ
ガ
ラ
禮
盤
二
上
テ
」
講
式
を
讃
上
げ
た
ご
あ
る
○

　
児
を
多
く
置
く
や
う
に
な
つ
淀
の
は
、
色
々
の
原
因
が
有
っ
た
で
あ
ら
う
。
し
か
し
そ
の
根
本

の
原
因
は
か
う
で
あ
ら
う
ご
思
ふ
。
　
つ
ま
り
子
殺
が
當
時
の
文
化
の
中
心
で
あ
っ
て
、
文
學
で
も

藝
術
で
も
事
序
漱
の
畑
に
於
て
褒
達
し
た
。
．
儒
蓉
で
も
皆
佛
を
念
じ
後
生
を
早
り
つ
〉
経
書
を

講
じ
た
。
從
っ
て
法
騰
の
政
治
家
や
選
入
や
學
者
が
少
く
な
か
っ
た
。
又
信
侶
は
種
々
の
特
樺

を
與
へ
ら
れ
、
身
分
の
低
い
者
で
も
立
身
出
世
が
鴇
來
た
の
で
、
そ
の
爲
に
儒
侶
こ
な
る
も
の
が
少



　
く
な
い
。
世
の
中
に
望
を
失
っ
た
者
が
、
世
の
中
か
ら
離
れ
よ
う
こ
し
て
鯨
帯
に
安
住
の
境
界
を

　
．
求
め
る
爲
に
出
家
す
る
も
の
も
あ
る
。
　
因
果
を
恐
れ
、
航
後
生
を
怖
れ
て
剃
〃
申
す
る
者
も
あ
る
。
　
從

　
つ
て
又
子
供
を
墨
家
さ
せ
て
、
親
の
菩
提
を
弔
は
せ
よ
う
ご
す
る
も
の
も
随
分
多
か
っ
た
ら
し
い
。

　
　
更
に
、
當
代
は
武
家
時
代
で
あ
る
か
ら
、
常
に
戦
争
が
あ
る
。
戦
に
敗
れ
た
者
が
討
死
す
る
時
に
、

　
そ
の
子
や
妻
に
子
供
を
出
家
さ
せ
お
や
う
に
遺
言
し
た
例
が
多
い
。
或
は
遺
言
が
な
く
て
も
．
遺

　
族
や
遣
駆
が
、
そ
の
や
う
に
取
計
ら
ふ
事
が
多
い
。
例
へ
ば
木
曾
義
仲
は
幼
時
、
中
源
浄
罪
に
養
は

　
れ
た
が
、
下
鞍
は
輪
義
伸
を
「
幼
少
ヨ
リ
手
習
シ
テ
全
問
ヲ
モ
シ
法
師
ニ
ナ
シ
ク
誠
…
ノ
父
舞
ノ
孝
養
ヲ

　
モ
セ
ず
セ
、
我
等
が
後
生
ヲ
モ
弔
ハ
セ
ン
ト
」
か
ね
て
か
ら
思
っ
て
み
た
こ
長
門
本
李
家
物
語
十
二

　
怒
に
見
え
て
み
る
Q

　
　
叉
敗
軍
の
武
士
が
そ
の
子
を
敵
の
殺
害
か
ら
逃
れ
さ
せ
る
爲
に
寺
へ
あ
づ
け
て
弟
子
に
す
る

　
こ
ご
も
あ
り
、
又
孤
児
に
な
つ
淀
武
士
や
そ
の
他
の
者
の
子
を
寺
で
世
話
す
る
例
が
多
い
○
但
し

　
こ
の
二
件
は
必
ず
し
も
出
家
し
な
い
○
唯
、
寺
で
養
は
れ
る
だ
け
の
事
も
あ
る
Q
盤
谷
高
貞
が
高

　
師
直
の
駕
に
不
慮
の
死
を
途
げ
た
時
、
三
歳
の
子
を
法
師
に
な
し
、
尼
の
弟
子
ご
し
九
〇
　
後
、
還
俗
し
、

　
師
の
名
を
鶯
ん
で
、
尼
子
氏
を
名
の
っ
た
こ
い
．
ふ
学
説
が
あ
る
（
塵
撒
物
語
雲
州
夢
話
）
軍
手
十
七
年
伊

鯉
豫
で
河
野
蓮
朝
ば
細
川
上
之
に
攻
め
ら
れ
て
、
城
が
隔
り
、
良
害
し
た
時
、
そ
の
息
男
徳
王
九
は
ま
だ

　
　
　
『
ち
こ
』
の
敏
育
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
五
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附
髭
で
あ
っ
た
が
、
陣
中
の
儒
が
抱
い
て
、
戦
場
を
逃
れ
、
難
波
の
大
通
寺
で
養
育
し
た
。
後
に
恵
良

の
城
で
元
服
し
て
、
六
郎
蓮
箋
ピ
名
の
っ
た
（
（
一
＾
　
コ
し
が
、
き
ロ
）
。
永
享
の
飢
に
足
利
為
銀
ご
子
義
久
が
亡
ん

だ
時
、
義
久
の
弟
、
安
王
・
春
王
は
日
光
山
へ
落
ち
、
そ
の
弟
永
壽
王
は
瑞
泉
寺
雲
叢
西
堂
が
懐
に
抱
い

て
甲
斐
へ
逃
れ
た
（
鎌
倉
大
草
紙
）
こ
ご
は
著
名
な
例
で
あ
る
Q

　
醗
っ
て
寺
院
の
側
か
ら
見
る
ざ
、
佛
厳
が
盛
ん
な
時
で
あ
る
か
ら
、
富
裕
に
な
る
。
弟
子
、
兇
、
董
子

を
多
く
概
く
や
う
に
な
る
の
は
當
然
で
あ
る
。
も
こ
よ
り
こ
れ
は
、
寺
院
生
活
を
賑
や
か
に
す
る

に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
り
、
殊
に
憲
章
の
弊
風
が
、
そ
れ
に
つ
さ
・
・
ま
ご
ふ
の
で
あ
る
か
ら
、
ま
じ
め
な
修

行
者
は
、
兜
や
董
子
を
多
く
お
く
事
を
避
く
べ
き
で
、
あ
ら
う
。
明
恵
上
人
は
、
寺
の
牧
入
が
豊
か
に

な
る
ご
「
兇
こ
も
取
榿
き
酒
宴
し
兵
具
を
提
ぜ
る
や
う
に
な
る
か
ら
こ
て
、
北
條
泰
時
の
寄
進
を
謝

絶
し
淀
話
は
前
號
第
三
籔
に
既
に
引
用
し
た
通
り
で
あ
る
。
・
今
昔
物
語
に
「
法
花
纒
ヲ
日
夜
一
二
醍

一～

c
シ
テ
年
ヲ
積
」
ん
だ
或
聖
人
が
「
弟
子
ヲ
離
レ
董
子
を
棄
タ
テ
、
濁
り
居
テ
「
心
二
法
花
脛
ヲ
護
諦
」

し
だ
話
（
熾
¢
十
一
ご
猿
濯
山
賎
話
）
が
載
っ
て
み
る
。
し
か
し
一
般
に
は
儒
侶
も
俗
に
ひ
ご
し
く
、
榮
華
、
奢
修
を

喜
び
、
多
く
の
兇
董
子
を
集
め
て
賑
や
か
に
暮
し
た
が
っ
た
。
故
に
寺
院
よ
り
稚
兜
を
探
す
こ
ご

も
多
か
っ
た
。
　
一
寺
院
に
於
け
る
児
の
定
員
の
確
定
し
て
み
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
例
へ
ば
今
日

官
鷹
の
給
仕
の
如
き
、
蝦
り
に
四
人
み
る
中
で
、
…
入
で
も
敏
け
る
ご
、
そ
の
代
り
を
探
し
で
、
補
充
す



る
や
う
に
、
何
人
か
の
児
の
中
で
一
人
で
も
響
け
る
こ
す
ぐ
、
そ
の
一
人
を
補
充
す
る
二
ご
は
、
普
通

行
．
は
れ
た
こ
ご
ら
し
い
。
例
へ
ば
宇
津
．
保
物
語
に

　
　
去
年
ま
で
は
親
の
服
に
侍
り
し
か
ば
、
籠
め
す
ゑ
て
侍
り
し
を
、
國
分
寺
の
尊
べ
の
あ
き
た
る

　
　
事
の
さ
ぷ
ら
ふ
な
ざ
串
し
き
、
こ
の
學
べ
を
法
師
ほ
し
が
b
侍
り
つ
る
云
々
（
穰
の
上
）

こ
い
ふ
例
が
あ
る
。
寺
で
兇
や
董
子
を
麗
く
こ
ご
は
、
奉
安
時
代
末
心
墨
が
盛
ん
こ
な
り
、
魁
會
的

勢
力
の
増
進
す
る
に
つ
れ
て
愈
，
盛
ん
こ
な
っ
た
。

　
李
安
時
代
末
鎌
倉
時
代
始
ご
ろ
よ
り
兜
の
堰
画
し
た
原
因
こ
し
て
、
私
は
以
上
の
三
件
を
あ
げ

た
い
の
で
あ
る
0
　
　
　
5

五
　
翫
童
の
風
俗

983

　
憺
徒
の
男
色
の
風
俗
は
古
く
か
ら
あ
っ
π
事
で
あ
ら
う
ご
思
ふ
。
我
が
國
で
は
普
通
に
弘
法

大
師
が
始
め
た
こ
言
ひ
、
文
殊
菩
薩
が
始
め
π
ε
言
は
れ
て
る
る
。
　
か
う
い
ふ
言
ひ
傳
へ
は
何
時

ご
ろ
か
ら
始
つ
た
こ
ご
か
私
は
知
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
室
町
時
代
の
事
か
ざ
思
は
れ
、
江

戸
時
代
初
期
の
本
に
は
既
に
見
え
て
み
る
。
例
へ
ば
、
弘
法
大
師
が
始
め
だ
こ
い
ふ
説
は
醒
睡
笑

憲
之
六
に
見
え
て
み
る
。
　
こ
の
著
は
安
蘇
庵
策
傳
が
元
和
九
年
（
ニ
ニ
入
三
）
に
笑
話
を
集
め
て
板

　
　
『
ち
こ
』
の
一
藪
ヂ
育
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
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入

倉
重
宗
に
賂
つ
た
も
の
で
あ
る
。
文
殊
菩
薩
が
始
め
た
ご
い
ふ
説
は
中
江
藤
樹
の
翁
問
答
下
懇

之
末
に
見
え
て
み
る
。
　
こ
れ
は
寛
永
十
八
年
の
薯
で
あ
る
。
更
に
古
く
室
町
時
代
交
明
壬
寅
ヘ
ニ

一
四
二
）
の
専
門
若
氣
拗
進
帳
」
に
弘
法
大
師
が
始
め
た
ε
い
ふ
説
が
見
え
て
み
る
由
を
松
屋
筆
記
窓

六
十
六
に
載
せ
て
み
る
が
、
私
は
ま
だ
こ
の
本
を
見
る
機
會
を
え
な
い
。

　
文
殊
菩
薩
は
理
想
上
の
超
入
獄
で
あ
る
か
ら
、
歴
史
以
外
で
あ
る
が
、
弘
法
大
師
が
始
め
π
ビ
い

ふ
説
は
誤
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
前
か
ら
、
我
が
國
に
も
あ
っ
た
Q
　
例
へ
ば
績
日
本
紀
に
よ
る
ご
、
天
李

寳
字
元
年
四
月
の
條
に

　
　
　
　
　
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
げ
プ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ロ
　

　
　
先
帝
遺
詔
、
立
一
甦
租
王
昇
爲
一
一
皇
太
子
一
。
藩
王
諒
闇
未
レ
終
。
　
陵
草
未
レ
乾
。
　
私
通
一
侍
童
ハ
無
γ
恭
二
先
帝
ハ

　
　
居
レ
喪
之
禮
，
曾
不
レ
合
レ
憂
（
巷
二
十
）

ご
あ
る
の
は
、
儒
徒
の
事
で
は
な
い
が
、
か
く
魁
會
の
一
部
に
行
は
れ
て
る
た
確
謹
の
あ
る
以
上
、
恐

ら
く
蝦
蟹
の
問
に
も
行
は
れ
淀
こ
ご
、
思
ふ
Q
普
通
の
説
で
は
我
が
國
の
男
色
は
佛
徒
に
蓮
り
、

そ
れ
か
ら
他
へ
，
擾
ま
っ
た
や
う
に
言
は
れ
る
が
（
二
者
考
な
ご
Y
必
ず
し
も
さ
う
断
定
も
串
來
な
い
。

佛
敷
渡
來
前
か
ら
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

　
し
か
し
交
塁
上
、
駈
童
の
風
が
多
く
見
え
て
來
る
の
は
職
安
時
代
末
か
ら
で
あ
る
。
雍
州
府
志

憲
七
に
そ
の
概
説
が
見
え
て
み
る
○
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後
鵡
目
端
院
時
、
騨
世
重
昌
田
刀
色
㍉
　
故
堂
L
↓
m
力
樽
十
三
一
　
十
山
ハ
レ
～
出
威
舗
刑
』
眉
ゴ
七
ハ
別
流
一
一
突
墨
刑
同
量
双
の
悶
眉
h
以
嵩
白
月
粉
ハ
粧
昌

　
　
面
顔
h
鉄
漿
染
『
歯
牙
ハ
嚥
脂
簿
＝
爪
端
ハ
專
震
油
入
之
粧
ハ
自
レ
叢
爲
二
流
例
一
。
錐
↑
爲
＝
大
入
ハ
染
㌦
爾
牙
h
聚
二
頭
…
髪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
　
ゴ

　
　
於
頂
上
．
苦
痛
産
繭
レ
是
別
一
一
堂
上
地
下
一
。
（
中
略
）
。
　
爾
後
寺
院
之
喝
食
小
見
亦
雷
電
。
云
々
。

　
こ
の
記
事
は
ご
く
正
確
ご
は
言
ひ
が
た
か
ら
う
が
、
後
自
川
院
は
李
安
時
代
末
の
天
皇
で
あ
ら

せ
ら
れ
る
か
ら
，
そ
の
頃
よ
り
男
色
の
流
行
し
た
事
は
、
事
實
に
當
っ
て
み
る
。

　
先
づ
李
安
時
代
の
文
獄
を
二
三
あ
げ
て
見
る
ご
拾
遽
集
懸
一
に
あ
る
。

　
　
　
大
嘗
會
の
御
縷
に
物
見
け
る
所
に
量
の
侍
け
る
を
見
て
又
の
日
遣
し
け
る
　
寛
稀
法
師

　
　
あ
ま
た
見
し
ご
よ
の
み
そ
ぎ
の
諸
人
の
（
卜
本
）
費
し
も
も
の
を
思
は
す
る
哉

ご
い
ふ
歌
は
、
男
色
を
詠
じ
た
こ
解
す
る
事
が
出
來
る
や
う
で
あ
る
。
綾
詞
花
集
懸
中
に

　
　
　
房
よ
り
西
に
、
近
隣
な
る
人
の
許
に
侍
る
量
に
怨
び
て
物
泣
け
る
比
、
月
の
あ
か
き
夜
い

　
　
　
ひ
っ
か
は
し
け
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
律
師
　
延
眞

　
　
よ
が
れ
せ
す
浦
山
［
し
く
そ
西
へ
行
月
は
噛
め
も
つ
、
ま
ざ
り
け
り

同
集
懸
下
に

　
　
　
か
た
ら
ひ
け
る
董
を
怨
じ
て
．
し
ば
し
ご
は
す
侍
け
る
に
が
の
わ
ら
は
文
を
お
こ
せ
て

　
　
　
侍
け
る
が
（
㌦
証
墨
に
て
書
た
シ
け
れ
虞
　
　
　
　
　
　
僧
都
畳
基

　
　
『
ち
こ
』
の
数
育
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
戸
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哲
學
研
究
第
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三
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九
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九
〇

　
　
淡
墨
に
か
く
に
て
知
滋
講
は
さ
は
見
え
澱
を
よ
し
ご
思
ふ
な
る
べ
し

　
袋
草
紙
審
三
に

　
　
眞
如
院
導
爆
公
圓
ハ
定
頼
卿
画
才
。
フ
カ
・
ソ
ヶ
ル
時
、
錦
織
ノ
儒
正
行
親
許
二
侍
錦
織
入

　
　
郎
ト
云
董
ヲ
得
意
一
＝
7
侍
ヶ
ソ
。
云
々
。

同
書
同
懇
に
、
叉

　
　
梨
下
座
圭
明
快
若
侍
時
、
外
事
法
師
イ
カ
デ
志
ノ
ヨ
シ
ヲ
欲
達
之
間
、
不
思
懸
所
ニ
テ
契
串
テ
，

　
　
悦
之
籐
二
進
名
籍
ト
・
グ
制
歌
。
云
々
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
鎌
倉
時
代
の
著
述
で
あ
る
が
な
ほ
李
安
時
代
の
事
を
記
し
た
二
三
の
例
を
引
く
ご
、
古
今
著
聞

集
図
入
好
色
の
部
に
「
紫
金
壷
寺
御
室
に
千
手
ε
い
ふ
御
幸
量
帯
け
り
、
み
め
よ
く
心
ざ
ま
優
也
け
「

b
。
笛
を
吹
き
、
今
様
な
ご
う
た
ひ
け
れ
ば
、
御
い
ご
を
し
み
は
な
は
だ
し
か
b
け
る
程
に
、
又
塞
規

ビ
い
ふ
董
初
て
乗
じ
た
り
け
り
。
箏
ひ
き
歌
よ
み
侍
り
け
わ
。
是
も
叉
席
料
て
千
手
が
き
ら
す

こ
し
を
ご
り
に
け
れ
ば
、
面
目
な
し
ご
や
、
退
出
し
て
久
し
く
墾
ら
ざ
り
け
り
。
」
或
田
酒
宴
の
事
が

あ
っ
て
、
墾
上
す
る
や
う
に
再
三
御
使
を
千
手
の
許
へ
遣
さ
れ
だ
か
ら
、
や
う
一
斗
つ
た
が
、
物
を

思
入
つ
た
丹
色
で
、
し
め
り
か
へ
っ
て
み
た
。
「
駒
割
千
手
に
今
楼
を
す
、
め
け
れ
ば

　
　
…
過
去
無
数
の
諸
佛
に
も
　
　
す
て
ら
れ
た
る
を
ば
い
か
に
せ
ん
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現
在
十
方
の
浄
土
に
も
　
　
往
生
す
べ
き
心
な
し

　
　
た
ε
ひ
罪
業
お
も
く
共
　
　
引
撮
し
給
へ
彌
陀
佛
。

ご
ぞ
う
た
ひ
け
る
。
（
中
略
）
。
き
く
人
み
な
涙
を
な
が
し
け
り
。
興
宴
の
座
も
事
さ
め
て
し
め
b

か
へ
り
け
れ
ば
，
御
室
は
元
へ
か
ね
さ
せ
給
て
、
千
手
を
い
だ
か
せ
給
て
、
御
疲
所
に
御
入
駈
け
り
。

云
々
。
」
こ
い
ふ
名
高
い
記
事
が
あ
る
。

　
同
書
窓
十
五
宿
執
の
部
に
「
自
河
院
の
御
時
、
融
資
を
め
し
て
、
御
寵
董
二
郎
九
に
貴
徳
、
納
蘇
利
等

の
秘
事
さ
つ
く
べ
き
よ
し
勅
定
融
け
る
に
、
時
資
再
三
僻
し
申
て
激
へ
す
。
（
中
身
）
。
其
後
入
幡
別

當
頼
清
が
箪
重
二
院
蟻
石
墨
噂
を
の
一
に
舞
を
習
は
せ
け
り
。
云
々
。
を
い
ふ
記
事
も

あ
る
。

　
同
書
藤
島
「
和
歌
の
部
」
に
、
金
版
の
や
う
な
二
例
が
あ
る
が
、
李
安
時
代
の
事
か
鎌
倉
時
代
の
事
か

私
に
は
分
ら
な
い
。

　
　
醍
醐
の
櫻
會
に
董
舞
お
も
し
ろ
き
年
あ
り
け
り
。
源
運
こ
い
ふ
僧
．
そ
の
時
少
將
公
ご
て
、
み

　
　
め
も
す
ぐ
れ
で
、
舞
も
か
た
へ
に
ま
さ
ヶ
て
見
え
け
る
を
、
宇
治
宗
順
阿
閣
梨
見
て
思
ひ
あ
ま

　
　
う
け
る
に
や
あ
く
る
日
、
少
將
公
の
許
へ
い
ひ
や
り
け
る
。
云
々
。

　
　
仁
和
寺
佐
法
印
職
楠
峨
わ
か
く
て
醍
醐
の
櫻
會
見
物
の
次
に
寺
中
巡
演
し
け
る
に
や
。
山
吹

　
　
『
ち
こ
』
の
敦
育
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
｝
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誓
學
研
究
錦
胃
三
十
九
瀧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二

　
　
全
き
た
る
董
二
戸
お
な
じ
す
が
た
に
て
花
見
て
侍
け
る
。
　
い
つ
れ
も
い
み
じ
く
え
ん
に
畳

　
　
〉
え
け
れ
ば
、
た
へ
か
ね
て
歌
よ
み
か
け
、
る
云
々
。

　
序
に
鎌
倉
時
代
の
例
を
そ
へ
る
ご
、
増
鏡
「
秋
の
み
山
」
の
懇
に
前
…
關
臼
家
畢
の
事
を

　
　
お
ほ
か
た
わ
か
重
て
ぞ
ず
こ
し
女
に
も
む
つ
ま
じ
一
お
は
し
ま
し
て
、
こ
の
右
大
匝
殿
（
離
）
な

　
　
．
ε
も
い
で
き
給
ひ
け
る
。
中
ご
ろ
よ
）
は
男
を
の
み
御
か
た
・
は
ら
に
ふ
せ
給
て
、
法
師
の
兇

　
　
の
や
う
に
か
だ
ら
ひ
給
つ
、
、
ひ
ご
わ
た
り
づ
、
、
い
ご
は
な
や
か
に
ご
き
め
か
し
給
ふ
事
け

　
　
し
か
ら
ざ
り
き
コ

ご
記
し
て
み
る
。
吾
妻
鏡
寳
治
元
年
六
月
廿
日
の
條
に
「
駿
河
九
郎
重
時
。
（
中
略
）
。
是
爲
垂
髪
之

比
、
辮
信
正
坊
定
豪
、
就
禽
寵
愛
之
云
々
。
」
こ
い
ふ
記
事
も
あ
る
。

　
但
し
兜
の
愛
情
生
活
に
つ
い
て
、
關
濁
し
て
考
ふ
べ
き
こ
ご
は
、
難
問
が
田
畑
、
音
曲
に
秀
で
、
容
顔

の
美
麗
な
児
は
、
そ
の
…
寺
の
名
轡
ビ
し
て
、
大
切
に
し
、
他
の
寺
ま
で
、
時
ご
し
て
は
他
國
ま
で
も
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ち
ぢ
ご
　
に
　
さ
ん
わ
う
　
ロ

兜
の
名
灘
が
ひ
“
い
た
事
で
あ
る
。
主
こ
し
て
室
町
時
代
に
行
は
れ
た
＝
見
二
山
王
」
こ
い
ふ
諺

は
、
比
叡
山
の
門
守
の
紳
た
る
山
王
灌
現
よ
）
も
、
名
碁
あ
る
兇
の
刀
が
策
剛
に
甲
ば
れ
る
こ
い
ふ

意
墜
ご
あ
ら
　
（
譲
難
鮮
）
。
七
＋
蒸
歌
合
に
，

　
　
ひ
え
あ
が
る
我
事
ね
の
こ
こ
ご
は
に
い
ち
ぢ
こ
な
ら
思
入
ぞ
熱
し
き
。
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懸
し
さ
に
お
こ
な
ふ
べ
き
も
わ
す
る
れ
ば
我
ご
く
ご
う
の
ほ
こ
ぞ
し
ら
る
、
、

　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
ゆ
　
　
　
　

　
　
　
左
、
一
ち
こ
二
山
王
ビ
い
ふ
こ
ご
、
よ
く
思
よ
せ
た
り
。
右
7
3
ひ
ら
法
師
は
、
得
業
に
な
る
ゆ
へ

　
　
　
に
や
G
　
さ
れ
ご
た
“
こ
う
に
こ
そ
侍
れ
Q
ざ
く
は
今
よ
り
所
な
き
に
や
Q
以
レ
左
爲
レ
勝
。

叉
＝
寺
の
賞
翫
」
蕊
ふ
慣
用
句
が
屡
、
謡
典
翻
輿
瀞
讐
に
出
て
來
・
の
も
同
じ
意
昧
か
ら
で

あ
る
。

　
義
経
記
に
よ
る
ご
、
源
義
経
が
そ
の
妻
や
家
摩
を
つ
れ
、
北
陸
滋
を
涌
…
つ
て
奥
州
へ
下
っ
た
時
、
家

令
ざ
も
は
山
伏
の
姿
に
な
り
、
妻
は
兇
姿
に
な
り
、
出
置
々
黒
山
の
山
伏
及
び
稚
嫁
ご
有
し
て
、
落
ち

て
行
く
。
途
中
越
前
の
驚
喜
寺
に
墾
愛
し
た
時
、
李
泉
寺
の
衆
徒
が
、
義
経
の
叫
行
た
る
を
着
破
し

て
、
大
衆
を
催
し
て
押
寄
せ
る
Q

　
　
衆
徒
串
し
け
る
は
「
抑
も
是
は
こ
こ
の
山
伏
に
て
候
ふ
ぞ
。
打
任
せ
て
は
止
ま
ら
諏
所
に
て

　
　
候
ふ
に
。
」
ご
串
し
け
れ
ば
、
懸
紐
嫁
し
け
る
は
「
鴇
朋
の
國
朋
黒
山
の
山
伏
に
て
候
ふ
。
」
「
朋
黒

　
　
に
は
誰
ビ
串
す
人
ぞ
£
「
大
黒
堂
の
別
當
に
、
讃
岐
の
阿
閣
梨
ε
串
す
者
に
て
候
ふ
○
」
ε
答
へ

　
　
け
り
。
「
少
人
を
ば
誰
ご
麗
し
候
ふ
ぞ
。
」
「
坂
田
の
次
郎
殿
ε
嫁
す
入
の
御
子
息
、
金
王
殿
こ
て
、

　
　
朋
黒
山
に
は
隠
れ
な
き
少
人
に
て
候
ふ
ぞ
。
」
こ
い
ひ
け
れ
ば
、
衆
徒
こ
れ
を
聞
き
て
「
此
の
者

　
　
共
は
聴
官
に
て
は
な
き
者
ぞ
、
判
官
に
て
お
は
し
ま
さ
ん
に
は
、
い
か
で
か
是
程
に
、
朋
黒
の

　
　
『
ち
こ
』
の
敦
育
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
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哲
學
研
究
第
百
三
十
九
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九
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
の
　
の
　
の

　
　
案
内
を
ぱ
知
り
給
ふ
べ
き
。
金
王
ご
串
す
は
、
平
心
に
名
碁
の
兇
に
て
候
ふ
な
る
ぞ
。
」

　
義
経
記
は
小
説
で
あ
る
か
ら
、
必
ず
し
も
、
右
の
引
用
文
通
り
の
事
實
が
あ
っ
た
ご
信
せ
ら
れ
な

い
が
、
出
国
の
朋
黒
山
の
一
人
の
兇
の
名
聲
が
越
前
の
層
泉
寺
ま
で
聞
え
て
み
る
ほ
ざ
、
名
舞
の
児

の
詳
鋼
は
遠
く
傳
聞
さ
れ
た
も
の
ε
見
え
る
。
そ
れ
故
．
か
》
る
見
に
醤
す
る
「
山
、
一
寺
の
賞
駈

は
、
言
ふ
ま
で
も
な
く
、
熱
烈
な
も
の
で
あ
っ
た
ら
う
と
思
は
れ
る
。

　
稚
児
が
、
か
く
の
如
く
し
デ
、
、
寺
院
生
活
の
重
要
な
エ
レ
メ
ン
ト
こ
な
っ
て
く
る
に
つ
れ
て
、
児
を

描
い
た
文
學
、
絡
蚕
等
が
多
く
製
作
さ
れ
る
や
う
に
な
っ
た
。
又
児
に
毒
す
る
傳
説
が
多
く
な
っ

て
來
た
。
発
を
癒
い
た
交
學
殊
に
小
説
は
可
な
り
数
が
あ
る
ら
し
い
。
鎌
倉
時
代
か
ら
ぽ
つ
ぽ

つ
作
ら
れ
。
室
町
時
代
に
最
も
多
く
縄
帯
、
江
戸
時
代
初
に
も
若
干
作
ら
れ
て
み
る
。
松
帆
浦
物
語

幻
夢
物
語
、
鳥
部
山
物
語
、
嵯
峨
物
語
、
秋
の
夜
長
物
語
等
が
特
に
有
名
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
五
書

は
皆
正
綾
群
書
類
從
に
牧
め
て
あ
る
か
ら
、
内
容
を
紹
介
す
る
必
要
は
あ
る
ま
い
。
　
児
物
語
は
大

抵
作
－
話
で
あ
る
が
中
に
韓
の
草
越
の
聖
経
話
も
あ
る
・
い
ふ
二
で
み
る
（
顎
鍵
考
）
。
・

れ
ら
の
物
語
は
離
見
の
愛
情
を
中
心
こ
し
て
み
る
が
、
筋
は
こ
れ
も
大
膿
軍
純
で
、
皆
寧
静
ご
児
ご

の
懸
愛
を
取
扱
つ
た
も
の
で
あ
る
。
當
時
は
か
、
る
筋
に
似
た
實
話
も
随
分
あ
っ
た
ε
見
え
る
○
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玉
葉
憲
三
十
五
，
治
承
四
年
入
月
十
二
日
の
條
に

　
　
傳
聞
、
八
條
宮
婁
二
恩
草
書
正
［
依
二
愛
量
事
ハ
忽
奪
い
有
二
闘
難
事
ハ
云
々
。
　
折
飾
尤
不
轟
便
宜
ハ
不
じ
落
居
一
事
鰍
。

　
　
或
云
、
件
量
、
行
乗
僧
都
董
云
々
。

　
鎌
倉
大
草
紙
憲
下
に
千
葉
介
父
子
が
上
杉
に
導
出
し
、
足
利
成
氏
に
叛
い
た
の
で
、
成
氏
の
部
下

に
攻
め
ら
れ
、
戦
死
し
た
。
下
総
國
金
剛
煙
寺
の
儒
中
納
言
坊
こ
い
ふ
の
は
千
葉
胤
宣
の
手
習
の

師
匠
で
あ
っ
た
が
、
切
腹
の
歯
を
聞
い
て
、
最
期
の
場
所
た
る
如
來
堂
へ
激
て
、
あ
ご
を
懇
に
弔
ひ
、
焼

香
し
讃
帯
し
た
。
時
に
如
來
堂
の
別
當
が
出
含
ひ
最
期
の
有
襟
を
物
語
り
、
僻
世
の
歌
を
示
し
た
。

中
納
言
は
こ
の
歌
を
見
て
涙
を
流
し
、
ひ
れ
伏
し
て
み
た
が
、
や
が
て
御
堂
の
柱
に
一
首
の
歌
を
残

し
て
．
近
き
邊
の
淵
に
投
身
し
て
果
て
た
話
が
載
っ
て
み
る
。

　
諸
所
に
残
っ
て
み
る
兇
が
淵
、
兇
が
池
、
兇
塚
の
類
も
大
抵
兇
に
間
す
る
或
悲
劇
を
傳
へ
る
も
の

で
あ
る
Q
殊
に
有
名
な
相
摸
江
の
島
の
兇
が
淵
の
傳
説
は
、
微
細
な
黙
は
諸
書
に
説
く
こ
こ
ろ
が

一
致
し
な
い
が
夫
王
は
昔
建
長
寺
の
僧
自
休
藏
主
が
著
宮
別
當
儒
正
院
（
相
承
院
ε
も
書
く
）
の
児
自
菊
を
見

そ
め
、
色
々
言
ひ
よ
っ
た
が
新
菊
は
絶
え
て
返
事
さ
へ
し
な
か
っ
た
。
爾
野
々
に
言
ひ
か
け
た
の

で
、
白
菊
は
せ
ん
か
た
な
く
、
或
夜
ま
ぎ
れ
て
、
江
の
島
へ
行
き
、
此
の
淵
へ
身
を
投
げ
た
（
鍛
倉
物
諮
）
。
話

は
軍
純
で
あ
る
が
、
江
戸
に
近
い
の
で
、
特
に
名
高
く
な
っ
た
の
で
あ
ら
う
。

　
　
『
ち
こ
』
の
教
育
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
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九
山
ハ

　
一
入
の
免
を
二
入
（
又
は
二
箇
寺
〉
で
事
ふ
話
も
色
々
あ
る
。
沙
石
集
第
五
巻
下
に
、

　
　
あ
る
藏
入
な
り
け
る
が
、
子
を
真
噛
）
へ
の
ぼ
せ
た
り
け
・
。
羅
衆
念
入
の
房
に
な
ん
あ
り

　
　
け
る
。
み
め
か
た
ち
よ
ろ
し
き
兜
な
り
け
る
を
、
里
へ
下
り
た
る
つ
み
で
に
、
寺
法
璽
餅
寺
）

　
　
す
か
し
ご
り
て
、
寺
に
置
き
て
け
り
Q
山
僧
、
六
事
を
聞
て
、
わ
が
由
は
他
寺
の
兇
を
こ
そ
取
る

　
　
べ
き
に
、
寺
法
師
に
し
も
取
ら
れ
濾
る
こ
ご
口
惜
し
ご
て
、
大
衆
い
き
ざ
ほ
・
り
の
、
し
り
て
先

　
　
此
の
師
の
二
品
に
事
の
仔
細
を
問
に
、
児
共
の
里
に
久
し
く
候
ふ
こ
ご
，
常
の
習
ひ
ゴ
｝
存
す
る

　
　
斗
也
。
三
井
寺
に
候
は
ん
こ
ご
、
つ
や
一
承
り
お
よ
ば
す
、
先
づ
駿
を
つ
か
は
し
て
見
候
は

　
　
ん
こ
て
、
紙
ご
硯
を
ご
り
よ
せ
て
、
か
く
そ
言
ひ
や
り
け
る
。

　
　
　
山
の
端
に
待
つ
を
ば
し
ら
で
月
影
の
ま
こ
ご
や
三
二
の
水
に
す
む
ご
は
。

　
　
寺
法
師
こ
れ
を
見
て
戚
じ
て
，
秀
歌
返
事
な
し
ご
て
別
の
仔
細
に
及
ば
す
、
出
へ
途
り
け
り
。

　
前
に
記
し
た
「
秋
夜
長
物
語
」
は
こ
れ
ご
似
た
モ
ー
チ
ヅ
の
小
説
で
、
結
末
が
山
ご
寺
と
の
戦
に
な

り
、
三
井
寺
が
焼
亡
ぼ
さ
れ
る
こ
い
ふ
筋
で
あ
る
。
．

　
藝
術
方
面
に
．
於
け
る
児
の
表
現
を
見
る
ご
門
男
色
絡
巻
」
こ
い
ふ
の
が
あ
る
。
醍
醐
寺
三
寳
院
所

藏
で
あ
る
。
男
色
に
關
す
る
小
話
を
集
め
て
、
そ
れ
に
絡
を
そ
へ
た
も
の
で
、
「
二
本
で
あ
る
。
も

こ
よ
う
非
公
閥
的
の
も
の
で
あ
っ
て
、
原
本
は
私
も
見
た
こ
ε
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
尾
崎
久
彌
氏



の
「
江
戸
軟
派
跳
上
」
所
載
で
本
文
だ
け
は
活
版
本
で
流
布
し
て
み
る
三
寳
院
本
の
奥
書
に
「
元
享
元

六
十
八
客
寓
詑
」
ご
あ
る
か
ら
、
鎌
倉
時
代
末
の
も
の
で
あ
る
。
叢
誌
も
宇
醗
も
そ
の
蒔
代
に
當
っ

て
み
る
ら
し
い
。
鳥
二
二
正
筆
ご
い
ふ
説
が
あ
る
が
、
そ
ん
な
に
古
い
も
の
で
は
な
い
こ
い
ふ
o

993

　
次
に
佛
蚕
・
佛
像
に
影
響
し
た
方
面
を
考
へ
て
見
よ
テ
σ

　
美
術
上
に
は
彫
劃
に
も
若
干
作
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
特
に
維
書
に
よ
っ
て
、
量
形
の
交
殊
菩
薩
、

聖
徳
太
子
、
弘
法
大
師
が
多
く
作
ら
れ
た
。
「
児
文
殊
」
こ
か
「
董
形
大
師
」
こ
か
雪
口
は
れ
て
る
る
。
潰
…
品

は
多
く
な
い
や
う
で
あ
る
が
董
形
観
世
昔
菩
薩
も
色
々
作
ら
れ
た
こ
見
え
て
「
兇
槻
昔
」
こ
い
ふ
語

も
あ
る
Q
　
蜂
須
賀
侯
部
品
の
「
児
窺
音
信
逸
一
一
懇
は
絡
は
鎌
倉
末
期
の
土
佐
吉
光
の
筆
ご
稽
せ
ら

処
奈
良
興
編
寺
菩
提
院
兜
観
音
の
露
験
記
だ
さ
　
で
あ
・
（
松
岡
映
丘
重
三
、
圏
錐
総
巻
物
小
邦
）
。
譲
典
粉
川
寺
蔦
も
「
當

寺
は
児
槻
音
に
て
候
ふ
。
」
ご
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
忍
術
品
に
つ
き
、
私
は
大
部
分
は
寓
尊
志
又
は
木
版
書
を
見
た
や
け
で
、
土
物
を
見
た

も
の
は
稀
で
あ
る
が
、
こ
、
に
そ
の
概
略
を
記
し
て
お
く
。

　
兇
文
殊
は
色
々
遺
品
が
あ
る
や
う
で
あ
る
。
原
富
太
郎
氏
品
品
は
鎌
倉
時
代
初
の
名
家
藤
原

信
實
の
筆
ご
傳
へ
ら
れ
る
も
の
で
、
確
謹
は
な
い
け
れ
ざ
も
、
ほ
や
時
代
は
當
っ
て
み
る
ら
し
い
。

　
　
『
ち
こ
』
の
獣
育
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七
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墨
入

理
想
化
さ
れ
た
霊
獣
ご
し
て
の
獅
子
の
上
に
、
純
粋
に
日
本
の
鎌
倉
時
代
ご
ろ
の
児
一
水
干
垂

髪
の
児
の
乗
っ
て
み
る
圖
で
あ
る
。
兜
の
服
装
容
姿
に
は
少
し
も
佛
像
式
の
黒
風
を
ε
や
め
な

い
。
獅
子
は
剛
健
な
線
を
使
っ
て
こ
ご
さ
ら
に
正
面
に
乏
し
め
、
左
右
相
輿
に
描
き
、
檸
悪
な
顔
面

を
一
暦
檸
悪
に
弾
せ
し
め
る
や
う
に
描
い
て
あ
る
の
に
比
し
て
、
児
は
繊
細
な
線
を
使
ひ
、
女
の
や

う
な
柔
娩
な
、
優
雅
な
風
姿
を
寓
し
、
し
か
も
側
面
む
き
に
し
て
、
姿
勢
を
肖
由
に
し
、
一
層
や
さ
し
い

戚
を
豊
か
な
ら
し
め
て
み
る
。
松
方
公
爵
家
の
「
稚
児
丈
殊
」
も
藤
原
信
乱
筆
ε
傳
へ
ら
れ
る
が
、
時

代
は
す
つ
ご
下
る
。
恐
ら
く
鎌
倉
時
代
末
の
も
の
で
あ
ら
う
が
、
そ
の
相
好
は
前
者
ビ
全
く
違
っ

て
『
創
を
右
手
に
持
ち
、
三
鈷
を
立
て
た
蓮
華
を
左
手
で
捧
げ
π
八
宇
文
殊
を
童
顔
で
表
現
し
た
だ

け
で
あ
る
Q
大
原
三
千
院
什
寳
の
「
児
文
殊
座
像
」
は
土
佐
光
重
筆
ご
干
し
、
時
代
も
下
り
、
糟
も
落
ち

る
が
、
や
は
り
佛
像
式
で
あ
る
G

　
量
形
大
師
で
有
名
な
の
は
村
山
擁
李
氏
藏
…
品
で
あ
る
。
　
こ
れ
も
藤
原
信
實
筆
ご
欝
せ
ら
れ
て

る
る
。
袴
を
ば
き
、
合
掌
し
て
圖
相
内
の
蓮
座
に
坐
し
て
み
る
董
児
の
姿
で
め
る
。
時
代
は
下
る

が
高
野
山
の
定
光
院
、
清
浄
心
院
等
、
山
城
の
醍
醐
寺
に
も
そ
れ
み
＼
量
形
大
師
書
像
が
遺
存
し
て

み
る
さ
う
で
あ
る
。

　
置
形
の
聖
徳
太
子
の
像
も
色
々
あ
る
Q
そ
の
最
も
古
い
の
は
木
像
で
あ
っ
て
、
今
日
法
隆
寺
の



豆
殿
に
安
遣
し
て
あ
る
も
の
で
あ
る
が
、
太
子
七
歳
の
御
影
で
、
頭
髪
を
左
右
に
分
け
、
み
づ
ら
に
結

び
、
手
に
塵
尾
を
執
ら
れ
る
坐
像
で
あ
る
。
胎
内
に
墨
書
が
あ
っ
て
治
暦
五
年
佛
師
走
快
の
作
で

あ
る
こ
ε
を
示
し
て
み
る
。
い
か
に
も
優
美
端
正
に
し
て
、
し
か
も
氣
高
い
お
姿
で
あ
る
。
鎌
倉

時
代
以
後
十
六
歳
の
御
影
ご
い
ふ
も
の
が
、
諸
所
に
造
ら
れ
た
。
絵
書
で
は
仁
和
寺
の
が
最
も
著

名
で
総
…
も
す
ぐ
れ
て
み
る
。
量
形
で
袈
娑
を
か
け
、
柄
香
雲
を
手
に
し
て
居
ら
れ
る
。
眉
が
秀
で
、

眼
を
や
・
細
塵
し
て
、
い
か
に
も
賢
明
な
御
様
子
に
寓
し
て
あ
る
。
一
あ
御
姿
の
彫
刻
は
大
和
橘

寺
そ
の
他
に
少
く
な
い
さ
う
で
あ
る
。
叉
太
子
二
歳
の
時
合
掌
し
て
南
無
佛
と
鳴
し
て
東
向
い

て
禮
舞
さ
れ
た
ご
い
ふ
傳
説
に
よ
っ
て
作
っ
た
「
太
子
二
歳
南
無
佛
あ
像
ご
い
ふ
の
が
あ
る
。
　
裸

形
で
袴
だ
け
を
つ
け
、
合
掌
し
給
ふ
像
で
あ
る
。
こ
れ
も
諸
所
に
安
遣
さ
れ
て
み
る
ら
し
い
。

9C5

　
董
形
の
文
殊
菩
薩
、
聖
徳
太
子
、
弘
法
大
師
の
像
が
特
に
多
く
造
ら
れ
た
の
は
、
色
々
の
理
山
が
有

ら
う
。
し
か
し
寵
董
の
風
俗
が
流
行
す
る
に
つ
れ
、
個
入
間
の
愛
情
が
、
一
山
の
尊
重
ご
な
り
、
更
に

超
人
化
さ
れ
て
演
舞
の
劉
象
に
ま
で
理
想
化
し
た
こ
も
見
る
こ
ε
が
出
來
る
や
う
で
あ
る
。
太

子
の
像
の
多
い
の
は
、
我
が
國
魚
心
繁
昌
の
大
恩
入
で
あ
る
こ
ご
が
根
本
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の

意
味
の
奪
崇
か
ら
御
省
像
を
造
る
な
ら
ば
、
強
ち
奇
形
に
造
る
必
要
は
な
い
G
勿
論
御
成
年
後
の

　
　
『
ち
こ
』
の
教
青
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
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一
〇
〇

御
零
も
色
々
数
多
く
あ
る
◎
け
れ
こ
も
董
稚
の
図
像
の
多
い
の
は
、
丸
形
に
示
さ
う
こ
す
る
作
家

の
心
中
に
、
意
識
的
に
か
無
意
識
的
に
か
或
意
圖
が
働
い
て
み
た
こ
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
文
殊

菩
薩
や
塞
海
に
つ
い
て
も
同
楼
…
で
め
る
○
そ
こ
に
は
確
に
轡
型
の
風
習
が
そ
の
根
本
の
モ
ー
チ

ヅ
に
な
っ
て
み
る
や
う
で
あ
る
Q
　
又
男
色
は
丈
殊
や
室
隅
が
始
め
た
こ
い
ふ
説
は
兜
・
文
殊
や
董

形
大
師
の
平
鋼
が
廣
く
行
は
れ
て
か
ら
後
に
起
つ
た
説
で
あ
る
ら
し
く
恐
ら
く
こ
の
造
像
の
流

行
か
ら
一
轄
し
て
、
か
、
る
建
学
論
が
起
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
ご
思
ふ
。

　
更
に
も
う
一
つ
注
意
す
べ
き
事
は
、
文
殊
菩
薩
は
智
慧
の
樺
化
ご
仰
が
れ
る
菩
薩
で
あ
る
。
聖

徳
太
子
、
弘
法
大
師
は
共
に
類
ま
れ
な
る
智
者
賢
人
で
あ
る
。
か
く
、
児
が
文
殊
、
太
子
、
大
師
の
如
く

智
の
管
掌
で
上
筆
さ
れ
て
る
る
こ
ご
は
、
當
時
の
兜
に
激
育
が
可
な
り
盛
ん
に
行
は
れ
、
見
に
墨
し

て
は
學
了
す
る
こ
ご
を
唄
の
條
件
こ
し
て
一
般
に
希
望
さ
れ
た
爲
℃
、
文
殊
や
大
師
の
形
を
か
り

て
児
の
學
問
を
或
は
又
、
利
登
な
児
を
か
く
理
想
化
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
恩
讐
抄
に
兇
の

姿
は
文
殊
菩
薩
に
か
た
ざ
る
ご
記
し
て
あ
る
の
も
、
右
の
溝
息
を
物
語
っ
て
み
る
や
う
で
あ
る
。

六
　
兇
登
山
の
教
育
爵
餉

今
ま
で
蓮
べ
た
晃
で
は
、
僧
侶
に
な
る
希
望
の
も
の
こ
、
希
望
の
な
い
者
こ
の
匿
別
は
、
兇
個
人
に



　
・
つ
い
て
見
れ
ば
、
七
珍
る
が
、
＝
般
的
に
概
尽
す
る
ご
匪
溺
は
つ
か
な
い
。
　
．
x
」
に
か
く
こ
れ
ら
の
兜

　
は
家
庭
ご
撃
っ
て
、
訓
育
上
に
も
知
育
上
に
も
、
い
ろ
く
薫
陶
さ
れ
る
事
が
多
か
っ
た
。
僧
侶
が

　
學
申
す
る
事
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
か
ら
、
兇
は
寺
で
聖
血
ハ
、
外
典
の
學
を
學
ぶ
こ
ご
が
出
來
る
。
　
叉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
ゑ
　

セ

　
児
は
多
く
の
他
入
の
中
で
、
も
ま
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
江
戸
時
代
に
、
可
な
り
身
分
の
よ
い
町
人
で

　
も
．
そ
の
子
女
を
他
家
へ
奉
公
さ
せ
た
こ
同
じ
や
う
な
徳
育
上
の
数
果
は
寺
の
兜
の
場
合
に
も
あ

　
つ
た
で
あ
ら
う
。
ま
し
て
「
子
出
家
す
れ
ば
九
族
昇
天
す
ご
い
ふ
や
う
な
信
仰
が
盛
ん
に
信
ぜ

　
ら
れ
た
時
代
で
あ
る
か
ら
、
か
た
み
＼
戦
敗
な
ざ
非
常
な
機
會
に
迫
ら
れ
な
く
て
も
、
登
山
さ
せ
て
、

　
敷
育
を
受
け
さ
せ
、
も
し
く
ば
、
出
家
さ
せ
て
、
父
母
の
菩
提
を
弔
は
せ
よ
う
こ
い
ふ
風
習
が
廣
ま
つ

　
た
ら
し
い
。

　
　
親
が
子
を
登
山
さ
せ
る
の
に
、
早
馬
を
受
け
さ
せ
る
事
を
目
的
こ
し
て
登
山
さ
せ
る
事
は
、
可
な

　
り
昔
か
ら
、
師
ち
李
安
時
代
末
に
は
有
つ
だ
や
う
で
あ
る
。
東
山
往
來
拾
遺
に

　
　
　
昔
田
夫
誘
レ
子
、
倉
レ
住
一
華
岳
隔
子
學
垂
歩
一
。
不
レ
了
一
血
路
一
。
同
町
來
謁
言
、
若
子
如
一
一
交
殊
一
也
。
　
父
聞
歎

　
　
　
恐
。
　
子
野
心
郵
9
野
羊
命
レ
書
聖
文
㌔
又
麗
一
世
法
一
，
子
不
レ
書
不
レ
答
。
　
父
中
心
、
汝
爲
一
愚
人
ハ
量
是

　
　
　
交
野
哉
。
子
還
學
二
世
間
雑
事
ハ
遽
璽
内
外
達
壷
云
々
。
近
代
學
者
、
須
共
難
戦
内
外
法
「
淺
深
同
學

吻
　
　
奥
。

　
　
　
　
『
ち
こ
』
の
教
育
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一
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叫
〇
二

ご
あ
る
。
　
し
か
し
、
こ
の
田
夫
の
子
が
世
俗
の
學
を
學
ん
だ
の
は
、
畠
家
し
だ
後
か
否
か
W
分
ら
な

い
か
ら
、
見
の
激
育
の
例
ご
し
て
引
く
入
も
あ
る
が
、
必
ず
し
も
適
例
ご
は
言
へ
7
3
ひ
い
。
も
つ
ε
明

瞭
な
例
は
、
新
十
二
月
往
來
に
あ
み
次
の
例
で
あ
ら
う
。

　
　
染
付
直
垂
一
具
、
愚
子
三
本
、
七
日
料
獄
乏
。
　
常
倉
レ
経
廻
洛
陽
給
之
條
、
不
便
之
事
也
。
　
爲
二
學
蜀

　
　
早
可
ン
魯
二
登
山
一
之
駿
如
レ
件
。

　
　
　
　
七
月
三
日

　
　
直
垂
扇
等
謹
以
給
候
了
。
住
京
之
條
存
外
之
事
候
。
　
阿
品
梨
爲
覧
只
所
課
新
｛
数
日
不
レ
被
二
登
山
　

　
　
之
間
、
唐
然
倉
一
一
経
廻
】
候
Q
　
於
愚
問
一
等
、
難
一
往
京
一
不
ソ
怠
候
也
。
　
恐
憧
謹
言

　
　
　
　
七
月
三
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
若
九
　
請
交

　
こ
の
往
復
の
文
で
明
に
知
ら
れ
る
如
く
、
父
か
ら
そ
の
子
今
若
へ
あ
て
た
手
紙
ご
今
若
の
返
事

ε
で
あ
る
。
今
若
九
ε
あ
る
か
ら
、
ま
だ
発
に
き
ま
つ
イ
し
み
る
Q
か
つ
學
問
を
力
説
し
て
み
る
事

は
明
白
で
あ
る
。
京
山
往
來
は
そ
の
拾
遺
の
第
四
十
八
の
手
紙
．
、
寛
治
五
年
（
一
七
；
閲
h
　
　
　
　
　
　
荏
…
）
清
水
寺

嶢
亡
の
記
事
が
あ
る
。
　
し
か
も
、
こ
の
書
の
成
立
は
、
そ
の
記
事
の
内
容
よ
り
見
て
、
寛
治
五
年
か
ら

あ
ま
り
多
く
の
年
歎
を
経
て
み
な
い
や
う
で
あ
る
。
忌
引
五
十
六
の
手
紙
に
「
故
一
院
第
四
宮
、
被
ヅ

玉
繭
帝
淑
女
御
言
後
、
以
正
月
有
中
宮
之
宣
旨
」
ご
あ
る
。
寛
治
は
堀
河
天
皇
の
年
號
で
あ
る
Q
常
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帝
は
必
ず
や
堀
河
天
皇
以
後
の
天
皇
で
あ
る
筈
で
あ
る
○
さ
う
し
て
こ
の
門
故
一
院
・
第
四
宮
．
云
左

の
記
事
は
架
塞
の
記
事
で
な
い
ご
す
れ
ば
、
こ
の
記
事
に
よ
っ
て
著
作
年
代
を
ほ
や
推
定
出
來
る

で
あ
ら
う
。
堀
河
天
皇
以
後
で
、
右
の
記
事
に
最
も
よ
く
適
合
し
た
中
宮
を
調
べ
る
ご
、
鳥
羽
天
皇

の
第
四
女
で
、
二
丁
天
皇
の
中
宮
高
松
院
の
御
事
で
あ
ら
う
ご
思
ふ
。
高
松
院
は
難
治
元
年
（
一
八

一
九
）
二
月
廿
一
日
に
中
宮
ビ
な
ら
れ
た
の
で
、
前
の
記
事
の
「
正
月
有
中
宮
之
宣
旨
」
ビ
一
致
し
な
い

が
、
こ
れ
は
記
者
の
誤
記
で
あ
ら
う
ご
思
ふ
。
さ
う
す
る
ご
二
條
天
皇
が
當
帝
に
あ
た
り
、
天
皇
の

蔑
詐
さ
れ
だ
李
治
元
年
か
ら
、
永
倉
元
年
（
一
八
二
五
）
に
二
言
天
皇
が
六
條
天
皇
に
譲
位
さ
れ
る
ま

で
の
六
年
間
に
出
來
て
る
る
も
の
で
あ
ら
う
。
（
蝕
）

　
新
十
二
月
往
來
は
そ
・
の
二
月
の
條
に
深
草
の
最
勝
光
院
に
詣
で
る
記
事
が
あ
る
。
最
勝
光
院

は
承
安
二
年
（
一
入
三
二
）
に
建
春
門
院
の
御
願
に
よ
っ
て
建
立
し
（
百
練
抄
）
、
嘉
緑
二
年
（
一
八
入
六
）
に

炎
上
し
衰
頽
し
π
寺
で
あ
る
（
明
月
記
）
。
嘉
蘇
の
炎
上
以
前
は
頗
る
冠
麗
な
寺
で
、
天
下
第
一
之
佛

閣
ε
惜
ま
れ
だ
（
同
書
）
。
新
十
二
月
面
心
は
こ
の
間
に
繊
手
て
る
る
ら
し
い
。
普
蓮
に
藤
原
良
維

（
天
二
九
一
一
入
六
六
）
の
作
ご
言
は
れ
る
の
は
、
．
己
れ
だ
け
確
認
性
が
あ
る
か
、
私
に
は
握
ら
な
い
が
、

時
代
は
當
っ
て
み
る
○
從
っ
て
新
十
二
月
往
來
の
方
が
東
山
往
古
よ
り
少
し
後
れ
て
、
黍
安
晦
代

末
か
ら
鎌
倉
時
代
へ
移
ら
ん
こ
す
る
頃
の
著
で
あ
る
。
（
誰
）
そ
の
申
に
上
記
引
用
の
如
く
、
親
が
そ

　
　
『
ち
こ
』
の
数
育
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
】
〇
三
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一
〇
臨

の
子
た
る
寺
の
見
に
聾
心
を
早
め
る
記
事
が
あ
る
の
で
あ
る
。
新
十
二
月
往
來
は
内
容
よ
り
見

て
明
か
に
激
科
用
こ
し
て
作
ら
れ
て
み
る
。
藪
科
書
に
は
ご
く
特
殊
な
風
習
を
書
く
わ
け
が
な

い
か
ら
、
李
安
時
代
末
に
は
銑
に
か
、
る
風
習
が
可
な
り
贋
く
行
は
れ
て
る
だ
か
ご
思
は
れ
る
。

け
れ
ざ
も
今
若
九
は
儒
侶
に
な
る
志
望
で
登
山
し
た
か
。
僧
侶
に
な
る
志
望
が
な
か
っ
た
の
か

朋
瞭
で
な
い
。

　
…
般
に
見
の
登
山
の
目
的
を
朋
か
に
學
問
又
ば
修
徳
に
麗
く
こ
ご
を
、
明
言
す
る
や
う
に
な
っ

た
の
は
，
鎌
倉
時
代
か
ら
ざ
見
て
よ
い
や
う
で
あ
る
。
少
く
こ
も
、
目
的
を
學
．
問
や
寡
徳
に
置
く
こ

ご
が
丈
獄
上
多
く
見
ら
れ
る
や
う
に
な
っ
た
の
は
、
鎌
倉
時
代
．
そ
れ
も
中
期
以
後
の
事
で
あ
る
が
、

室
町
時
代
に
入
っ
て
か
ら
は
児
に
平
す
る
記
事
は
大
抵
學
問
や
馳
走
に
關
し
て
み
る
。
前
記
第

四
笛
に
引
い
た
長
門
本
御
家
の
木
曾
義
仲
の
養
ひ
親
が
「
幼
少
ヨ
ジ
手
習
シ
テ
學
問
ヲ
モ
シ
法
師

エ
ナ
シ
テ
」
父
母
の
孝
養
を
さ
せ
よ
う
ご
考
へ
た
の
は
、
恐
ら
く
鎌
倉
時
代
末
の
一
例
ご
見
て
よ
か

ら
う
。

　
室
町
時
代
に
な
っ
て
義
経
記
に

　
　
常
盤
が
子
供
成
人
す
る
に
随
ひ
て
、
な
か
く
心
苦
し
く
、
…
…
た
い
法
師
に
な
し
て
跡
を
も

　
　
弔
ひ
て
な
ん
ざ
思
ひ
て
鞍
馬
の
別
事
、
東
光
坊
の
阿
閣
梨
は
義
朝
の
立
師
に
て
お
は
し
サ
る
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程
に
、
御
使
を
遣
し
て
仰
せ
け
る
は
、
義
朝
の
末
の
子
、
牛
若
殿
ご
擁
し
候
ふ
を
…
…
お
だ
し
き

　
　
心
も
つ
け
、
書
の
一
溜
を
も
讃
ま
せ
、
経
の
一
字
を
も
畳
え
さ
せ
て
給
は
う
候
へ
こ
串
さ
れ
け

　
　
れ
ば
、
…
…
そ
の
後
書
は
耳
目
に
、
師
の
御
坊
の
御
前
に
て
、
経
を
讃
み
書
學
し
て
、
夕
臼
西
に
傾

　
　
け
ば
、
夜
の
更
け
行
く
に
、
佛
の
御
あ
か
し
の
溝
ゆ
る
ま
で
は
共
に
物
を
よ
み
…
…
學
問
に
心

　
　
を
の
み
ぞ
誰
し
け
る
2

ご
あ
b
、
明
か
に
佛
殺
の
経
典
を
護
み
、
俗
典
を
護
む
知
育
ご
、
お
だ
し
き
心
を
つ
け
る
徳
育
ご
の
二

つ
を
目
的
ご
し
て
登
山
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
　
こ
れ
が
室
町
時
代
ご
ろ
の
兇
の
登
山
の
世
間
一
般

の
目
的
で
あ
っ
た
も
の
こ
思
は
れ
る
。
室
町
時
代
に
多
く
作
ら
れ
た
児
物
語
は
、
児
が
學
問
の
爲

に
登
山
す
る
事
を
、
詳
し
い
か
、
簡
軍
か
の
別
は
あ
る
が
、
大
抵
何
か
書
い
て
み
る
。

　
爾
二
三
の
例
を
あ
げ
て
、
平
押
を
絡
る
こ
ご
に
す
る
G
「
柿
本
の
系
圖
」
に
は

　
　
三
郎
な
b
け
る
は
容
ふ
つ
、
か
に
し
て
が
た
く
な
な
れ
ば
、
比
叡
の
山
に
の
ぼ
せ
、
學
問
さ
せ

　
　
け
る
が
、
云
々
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
不
良
性
を
帯
び
た
子
を
寺
へ
劃
し
て
、
善
良
な
子
に
訓
練
す
る
企
て
は
屡
，
文
獄
に
見
ら
れ
る
Q

例
へ
ば
關
八
州
右
㎜
厭
録
第
四
憲
に

　
　
息
男
交
六
郎
…
…
不
敵
ナ
〃
生
得
ニ
タ
放
逸
ナ
ル
振
舞
多
カ
リ
シ
故
、
姉
是
二
持
ヲ
扱
ヒ
プ

　
　
『
ち
こ
』
の
数
育
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五
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夫
ノ
景
弥
二
相
議
シ
、
出
石
弁
「
山
ノ
城
ロ
巴
二
軸
掃
リ

ヲ
シ
が
云
々
。

シ
密
魯
示
ノ
出
難
曲
へ

　
　
　
一
〇
墨

入
テ
出
家
ナ
サ

7

シ
メ
遣
タ

こ
い
ふ
例
も
あ
る
。

　
「
花
み
2
に
も
、
岡
部
は
そ
の
二
人
の
子
供
の
成
長
し
た
騰
「
言
ひ
甲
斐
な
く
振
舞
ひ
た
ら
ん
時
は

主
の
恥
、
我
家
の
恥
ぞ
か
し
、
思
へ
ば
山
寺
へ
も
上
せ
ば
や
£
ご
思
っ
て
、
そ
の
子
花
み
つ
を
書
爲
山

へ
上
げ
る
の
で
あ
る
Q
（
以
下
次
號
）
（
昭
勲
二
年
九
月
）

　
註
（
唱
）
東
山
徒
來
に
載
ぜ
て
あ
る
中
宮
の
寵
事
が
羅
野
に
更
實
で
あ
る
ε
電
信
す
る
こ
S
は
無
理
で
あ
る
ミ
非
難
す
ろ
人
も
あ
ろ
か
も
知
れ
な
い
が
、
東

　
　
　
　
由
往
來
に
あ
る
具
鐙
的
な
事
實
的
陪
審
ば
大
抵
更
實
に
あ
ふ
や
う
で
あ
み
し
、
「
故
｝
院
第
四
営
、
被
黒
蓋
帝
之
女
御
之
後
、
以
正
月
有
中
富
之
宣

　
　
　
　
旨
」
こ
い
ふ
や
う
な
、
ご
く
パ
ー
チ
キ
ュ
ラ
ー
な
事
は
架
空
に
に
書
け
な
い
で
あ
ら
う
し
、
且
、
二
三
天
皇
の
中
宮
商
松
院
に
殆
ご
一
致
寸
ろ
か
ら
、

　
　
　
　
史
實
ビ
見
て
よ
か
ら
う
。

　
　
（
二
）
最
勝
光
院
に
嘉
藤
の
炎
上
後
退
嘉
し
た
か
ご
う
か
確
詮
ば
な
い
が
、
こ
の
院
た
建
立
さ
れ
糞
建
春
門
院
は
単
氏
の
女
で
あ
る
か
ら
、
鎌
倉
瞬
代
ほ

　
　
　
　
こ
の
寺
が
維
持
に
さ
へ
苦
し
み
、
炎
上
前
耽
に
嚢
恥
し
て
る
乳
。
故
に
炎
上
後
ば
舞
建
さ
れ
な
か
つ
糞
ε
思
ふ
。
よ
し
樽
建
さ
れ
て
も
ご
て
も
立
、

　
　
　
　
派
な
も
の
で
に
無
か
つ
カ
。
薪
十
二
月
猛
來
に
ほ
稽
荷
に
耕
す
る
大
寺
院
マ
」
し
て
示
し
て
あ
ろ
。
故
に
こ
の
書
に
炎
上
前
の
書
で
あ
ら
う
。

前
號
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な
誤
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